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リ
ア
ム
、
ジ
エ
ー
ム
ヌ
に
心
理
學
な
完
重
し
て
「
心
理
學
の
完
義
に
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へ

　
　
意
識
無
態
そ
の
も
の
の
翻
蓮
及
び
説
明
ミ
云
ふ
の
が
…
番
よ
い
」
ぐ
」
云
ふ

　
　
て
居
ろ
如
く
、
彼
の
心
理
學
に
助
船
的
益
意
識
野
態
に
言
意
か
向
け
ろ
黙

　
　
に
其
の
特
徴
が
あ
る
。
血
ハ
の
心
理
學
に
三
戸
的
心
理
學
で
あ
っ
て
、
ヅ
ン

　
　
ト
風
の
構
成
的
心
理
學
に
戦
野
し
て
居
る
。
構
成
的
心
騨
學
に
於
て
は
惹

　
　
識
過
稚
の
構
戊
、
組
畿
為
明
ら
か
に
冠
ん
ぐ
、
し
、
意
識
ハ
分
析
し
て
最
も

　
　
飾
踊
帯
な
心
的
要
素
に
分
ち
、
翫
賞
な
意
識
過
程
様
北
ハ
の
心
的
要
索
の
結
合

　
　
で
あ
る
定
し
て
就
明
ぜ
ん
ミ
す
る
Q
些
の
研
究
に
乱
酔
的
統
一
的
意
識
か

　
　
抽
象
的
心
的
要
素
に
分
析
で
ろ
事
か
ら
綴
諾
す
る
。
之
に
反
し
て
擬
能
的

　
　
心
理
學
に
於
て
口
前
者
が
分
析
的
、
解
割
的
に
意
識
の
組
維
為
明
ら
か
に

　
　
ぜ
ん
ミ
す
う
に
欝
．
し
、
此
ば
意
識
為
統
｝
酌
、
鼻
纏
的
奈
黙
ぜ
し
て
研
究

　
　
し
、
典
の
鵡
能
奄
説
明
ぜ
ん
ぜ
す
る
。
ジ
エ
！
ム
ス
ば
跳
の
署
の
序
に
田

　
　
「
余
に
、
吾
々
の
最
も
黙
く
知
っ
て
屠
る
「
屠
具
雛
的
な
・
ろ
心
的
方
響
か

　
　
ら
、
後
に
縞
象
作
柵
に
よ
つ
て
自
然
に
知
る
に
到
る
所
詞
要
素
に
警
む
の

　
　
が
、
遜
當
な
る
敬
授
」
の
順
序
で
あ
み
ビ
思
ふ
・
：
・
…
…
：
。
反
封
に
心
の

　
　
「
構
成
単
競
」
か
ら
心
↓
㌍
「
組
立
て
る
」
順
序
匹
、
設
明
の
燈
識
が
よ
い
ぜ
云

　
　
ふ
狩
込
か
膚
し
、
涯
分
露
嵩
映
卿
糞
る
副
次
か
正
体
へ
得
る
け
れ
ご
・
も
並
々
之
等
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す
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あ
ろ
Q
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叉
日
「
吾
々
に
意
識
の
組
分
ぜ
ら
れ
趨
る
「
要
案
」
を
死
罪
解
剖
的
に
研
究

す
ろ
よ
り
も
、
禺
來
ろ
限
り
具
盤
統
「
的
に
署
々
に
勝
一
す
ろ
ま
」
の
全
意

識
歌
態
に
注
出
赫
准
沸
ふ
こ
亡
に
・
よ
っ
て
、
」
笠
際
心
の
も
つ
ミ
血
毫
索
理
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為
な
し
得
る
定
考
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
細
分
ぜ
ら
れ
六
る
嬰
綱
の
検
縫
的

碑
究
ば
人
爲
的
抽
象
的
の
研
究
で
あ
っ
て
、
自
然
的
事
物
の
研
撹
で
に
な

い
。
」
ミ
9
彼
の
心
理
學
の
特
徴
ほ
ヴ
ン
ト
の
そ
れ
ビ
比
較
す
る
こ
ぜ
に
よ

っ
て
…
暦
明
瞭
に
す
る
こ
藍
が
綴
來
る
。
ヴ
ン
｝
は
最
も
館
、
輩
な
ろ
心
的

要
素
定
し
て
感
嘆
定
箪
純
感
慨
ミ
な
取
げ
、
北
奪
が
綜
合
し
絢
雑
な
ろ
具

雌
的
意
識
歌
登
ビ
な
ろ
過
程
た
魑
ひ
、
奨
の
法
則
存
嚢
見
ぜ
ん
ミ
し
て
農

る
に
吹
し
、
彼
ほ
意
識
釈
思
為
そ
の
ま
・
に
具
盤
的
、
馬
沓
的
に
取
扱
ば

ん
蜜
し
ザ
、
居
る
。
前
潜
の
抽
象
的
分
析
的
、
構
成
的
な
う
に
聯
「
し
、
後
者

は
具
搬
的
、
綜
合
的
、
楼
能
的
で
あ
る
。
腰
髄
の
豊
科
學
考
的
な
る
に
甥

し
、
後
者
に
科
學
者
的
な
る
ε
ミ
も
に
天
華
的
、
藝
衝
家
的
で
も
あ
る
Q

前
者
の
著
蓮
の
組
唄
的
、
撫
系
的
、
無
謬
的
な
る
に
等
し
、
後
考
ば
特
熱

的
で
，
暖
冬
、
引
例
の
妙
、
趣
昧
の
勲
富
な
ろ
黙
に
勝
っ
て
居
る
、
ジ
ェ

ー
ム
ズ
が
其
の
大
著
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巡
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る
纂
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山
ハ
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入
百
九
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年
で
あ
る
が
、
そ
の
公
に
ぜ
ら
れ
ろ
や
コ
世
驚
倒
し
學
界
及

　
般
鮭
會
に
口
三
揃
へ
て
讃
嘆
た
吝
し
ま
な
か
つ
☆
。
」
し
か
し
そ
の
あ
ま

り
に
浩
輸
．
な
る
聡
は
　
般
護
者
に
定
っ
て
木
便
で
あ
っ
大
力
め
に
、
鳳
千

三
百
九
＋
二
年
、
其
奄
短
締
し
て
出
版
さ
れ
六
も
．
の
が
本
課
書
の
原
書
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は
一
般

に
廣
く
紹
介
ぜ
ら
れ
て
要
る
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に
封
し
、
ジ
ェ
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其
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れ
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ほ
ご
一
般
に
護
ま
れ
て
3
3
な
い
。
漉
鷹
に
木
慰
書
の
生
れ
六
出
繍
味
が
あ
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ろ
。
漂
著
の
債
櫨
に
就
て
に
帯
止
ら
喋
々
か
要
し
な
い
。
聡
慧
の
諄
為
か

　
　
り
て
云
へ
ば
置
ハ
の
「
蕊
取
占
八
の
債
億
…
に
蹴
慨
看
の
人
挫
に
欝
す
る
透
徹
漏
る
澗
…

　
　
察
芝
、
生
け
ろ
罫
蛮
に
封
ず
る
忠
實
虐
に
あ
る
定
思
に
れ
る
。
本
書
出
で

　
　
て
三
十
五
年
心
理
學
に
幾
多
の
愛
化
資
蓮
た
見
糞
。
し
か
し
人
性
ぱ
賛
ら

　
　
ぬ
。
｛
華
堂
鳴
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躍
農
’
研
究
看
に
定
っ
て
に
斯
国
学
獲
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題
上
君
鼎
遡
す
べ
か
ら
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ろ
も
の
で
」
あ
り
、
其
ほ
永
遠
に
儂
櫨
あ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
諜
者
に
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正
十
一
年
東
大
島
勇
、
臼
下
帥
μ
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西
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院
に
数
鞭
存
書
り
つ
つ
あ
ろ
心

　
　
理
評
者
で
あ
ろ
。
漉
の
定
評
の
あ
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熊
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に
常
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て
、
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の

　
　
庇
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す
る
ぜ
疏
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に
塾
そ
の
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も
失
ぱ
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ら
ん
定
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力
曹
心
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敦
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き
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し
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の
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に
ば
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の
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書
．
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の
抄
諜
磐
が
あ
ろ
け
れ
、
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も
、
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分
が
良
課
欝
ミ
し
て
本
害

　
　
な
推
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で
る
所
以
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、
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近
の
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る
定
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理
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。
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